
平成２９年７月１４日（金）

今年も「新聞配達の日」に

区議会自民党を訪問しました。

新井英生団長、古性重則幹事長

工藤哲也政調会長に、当組合の

長崎組合長より、平成３０年度

予算要望書を手渡しました。

◆ 学校教材事業のあゆみ ◆

平成２６年１１月から、区内推

進モデル小学校５校に新聞５紙

無償配布開始。

平成２７年度より区内６９小学

校と３７中学校、計１０６校に、

教材事業として新聞の提供開始。

平成２８年度は、１０５校の

小中学校に、新聞教材として

２年目の教材活動開始。

★都立高等学校３学年５７教室

に新聞６紙を教材提供開始。

★「選挙権を持つ君へ」

区内１１の高等学校３年生全員

に届くよう、参議院選挙前に、

三千冊を寄贈しました。

平成２９年度も、１０４校の

小中学校に、新聞教材として

３年目の活動実行中です。

都立高等学校３学年５６教室へ

新聞６紙提供。「選挙権を持つ

君へ」都議会選挙前に、三千冊

寄贈しました。 共に２年目と

なり、生徒の投票参加を喜ぶ、

先生から感謝の言葉賜りました。
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新聞を活用した学びの大きな魅力は、次の３つの学力を育てることができる

ことです。第１は、「思考力・判断力・表現力」です。なぜなら、深く情報

読解された新聞記事は、それ自体がすぐれた学習材となります。子どもたち

が行う新聞づくりの活動は、思考・判断・表現の活動そのものだからです。

第２はこれらの力の土台となる言葉の力やコミュニケーションを育てること

ができることです。そして第３は、記事の中に登場する、社会をつくり、そ

れを動かす人間に関心を持つようになることです。広島大学院教授 小原友行 談

組合活動報告

足立区新聞販売同業組合員 各位

◇◇ 平成30年度「新聞教材事業」に「正規購読料」を要望 ◇◇

昨年の要望は叶いませんでした。が今回の要望は、文科省からの学習指導要領

の改定案がでましたので、是非 叶えて頂きたい。私たち新聞組合は「協働から

協創へ 地元足立区と共に」を合言葉に、地域貢献活動を実施しています。

更なる活動継続ために予算付けを賜りたくお願い申し上げます。！！

工藤政調会長
新井団長

古性幹事長 長崎組合長

平成30年度

予算要望書を

手渡しました

２年目となった自民党区議会への予算要望懇談会。

今年は８名の先生が当組合の厳しい現況と足立区へ

の思い入れ活動を快く聞き入れて頂きました。


